
～
地
域
と
共
に
未
来
の
人
材
を
育
て
る
～

愛
媛
県
立
野
村
高
等
学
校

ミ
ル
ク
と
シ
ル
ク
の
町「
野
村
」で
酪
農
を
学
ぶ

家畜人工授精師の
　　　資　格　取　得

未
来
の
酪
農
を
担
う

　
　
人
材
を
育
て
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の

　
　
　
　
　
実
践

共
進
会
へ
の
取
り
組
み

概
要
と
沿
革

畜
　

産
　

科

農
業
ク
ラ
ブ

　
　
活
　
動
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四
国
最
大
の
酪
農
地
帯
、西
予
市
野
村
町
に
位
置
す
る「
愛
媛
県
立
野
村
高
等
学
校
」。

第

回
北
海
道
全
共
で
は
２
度
目
の
全
共
出
場
を
果
た
し
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
に
お
い
て
は

年
間
で
４
度
の
日
本
一
を
獲
得
。
近
年
は
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
践
す

る
同
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
石
山
将
也
先
生
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

畜産科３年生全員集合！

愛媛県立野村高等学校搾乳実習をする生徒

令和３年度　農業クラブ全国大会農業鑑定競技
（分野畜産）　最優秀賞受賞

家畜人工授精師免許取得後の技術指導

メ
ー
ル
に
よ
る
発
情
通
知

地域酪農家による技術指導

地域共進会への参加

　
大
家
畜
班
を
専
攻
し
た
生

徒
は
、
乳
牛
の
生
理
生
態
や

飼
養
管
理
技
術
及
び
粗
飼
料

生
産
等
を
学
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
家
畜
に
関
わ
り
た
い

生
徒
が
自
主
的
に
活
動
を
行

う
の
が
「
畜
産
同
好
会
」
で

す
。
休
日
や
放
課
後
に
搾
乳

等
の
管
理
実
習
に
自
主
的
に

取
り
組
み
、
自
己
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　
共
進
会
で
は
、
本
校
の
牛

が
２
０
１
５
年
に
開
催
さ
れ

た
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
北
海
道
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
を
含
め
、
全
共
に
は

過
去
２
回
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
北
海
道
大
会

に
出
場
し
た
生
徒
は
、
日
々

の
管
理
か
ら
、
半
年
前
に
は

リ
ー
ド
の
練
習
・
調
教
、
毛

刈
り
、
餌
の
調
整
に
至
る
ま

で
意
欲
的
に
牛
に
関
わ
り
、

「
北
海
道
の
地
で
牛
を
引

く
」
と
い
う
幼
い
頃
か
ら
の

夢
も
叶
い
、
全
国
の
舞
台
で

堂
々
と
リ
ー
ド
マ
ン
の
役
割

を
全
う
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
乳
牛

共
進
会
の
中
止
が
相
次
ぎ
ま

し
た
が
、
昨
年
度
は
地
域
の

同
志
会
主
催
に
よ
る
共
進
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

酪
農
家
の
牛
を
多
数
引
か
せ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
生
徒
の

経
験
の
場
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
本
年
度
も
本
校
牛

舎
に
酪
農
家
の
方
が
来
て
い

た
だ
い
て
の
実
技
指
導
や
酪

農
家
を
訪
問
し
て
指
導
を
受

け
る
な
ど
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
生
徒
の
技
術
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
生

徒
の
リ
ー
ド
マ
ン
活
動
の
充

実
と
牛
群
の
改
良
を
図
り
、

第

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
へ
の
出
品
・
入
賞

を
見
据
え
た
牛
作
り
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
本
校
は
、
愛
媛
県
農
林
水

産
研
究
所
・
畜
産
研
究
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
し
て
お
り
、
高

校
在
学
中
に
家
畜
人
工
授
精

師
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
将
来
酪
農
に

携
わ
り
た
い
と
い
う
強
い
意

志
を
持
つ
生
徒
が
約
１
ヶ
月

間
の
講
習
を
受
け
、
家
畜
の

繁
殖
生
理
や
発
情
時
の
特
徴

な
ど
を
専
門
的
に
学
ん
で
い

き
ま
す
。
免
許
取
得
後
は
本

校
牛
舎
で
直
腸
検
査
や
人
工

授
精
を
行
い
、
在
学
中
に
自

分
の
手
で
人
工
授
精
を
し
た

牛
か
ら
子
牛
を
誕
生
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
に
日
々
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
畜
産
科
で
は
、
現
在
乳
用

牛

頭
、
肉
用
牛
７
頭
、
豚


頭
、
産
卵
鶏
１
０
０
羽
の

ほ
か
、
ポ
ニ
ー
２
頭
、
ヤ
ギ

３
頭
、
ウ
サ
ギ

羽
な
ど
の

愛
玩
動
物
も
飼
育
し
て
い
ま

す
。

　
生
徒
は
農
業
の
基
礎
・
基

本
を
実
習
を
通
し
て
じ
っ
く

り
と
学
ん
で
い
ま
す
。
１
年

生
は
入
学
す
る
と
す
ぐ
に

「
農
業
と
環
境
」の
授
業
で
、

一
人
一
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
の
ヒ

ナ
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
体

重
わ
ず
か

ｇ
ほ
ど
の
ヒ
ナ

が
、
産
卵
鶏
と
し
て
成
長
す

る
ま
で
の
過
程
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
秋
に
は
産
卵
数

の
減
少
し
た
廃
鶏
を
と
畜
す

る「
ニ
ワ
ト
リ
の
解
体
実
習
」

を
実
施
し
、「
食
」と「
農
」

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
次
か
ら
の
「
総
合
実

習
」
は
大
家
畜
部
門
（
乳
牛

・
和
牛
）
、
中
小
家
畜
部
門

（
豚
・
鶏
・
愛
玩
動
物
）
、

栽
培
部
門
（
野
菜
・
草
花
）

の
３
つ
に
分
か
れ
て
、
よ
り

専
門
的
な
学
習
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
本
校
は
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
全
国
大
会
に
お
い
て
、

「
こ
の

年
間
で
４
度
の
日

本
一
」
に
輝
い
て
い
ま
す
。

平
成

年
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
に
お
い
て
「
え
ひ
め

Ａ
Ｉ
ぼ
か
し
を
用
い
た
畜
舎

の
防
臭
と
土
壌
改
良
」
に
つ

い
て
の
研
究
、
平
成

年
に

は「
め
ざ
せ
　
酪
農
ガ
ー
ル
」

と
題
し
て
意
見
発
表
で
そ
れ

ぞ
れ
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
鑑
定
競
技
に

お
い
て
は
分
野
畜
産
で
平
成


年
と
令
和
３
年
に
最
優
秀

賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
特

に
昨
年
度
の
受
賞
は
代
表
生

徒
が
１
年
生
で
、
い
き
な
り

日
本
一
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
に
は
、
将
来

の
農
業
生
産
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
農
業
高

校
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

農
業
機
械
・
設
備
の
導
入
が

実
現
し
、
本
校
に
は
牛
群
管

理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
畜
産
業
は
、

依
然
と
し
て
人
手
に
頼
る
作

業
や
熟
練
者
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
作
業
が
多
く
、
次
世

代
を
担
う
人
材
が
効
率
的
に

働
く
た
め
に
は
、
熟
練
農
業

者
の
有
す
る
技
術
を
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
が
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
畜
産
を
志

す
こ
れ
か
ら
の
若
者
に
は
経

験
や
勘
だ
け
に
頼
ら
な
い
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
合
理
的

な
飼
養
管
理
を
教
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
第
一
歩

が
こ
の
牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ま
だ
導
入
か
ら
２
年

余
り
の
た
め
日
々
試
行
錯
誤

で
は
あ
り
ま
す
が
、
乳
量
や

採
食
・
行
動
量
の
デ
ー
タ
か

ら
異
常
を
早
期
発
見
で
き
る

こ
と
や
、
通
知
メ
ー
ル
に
よ

る
発
情
発
見
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
体
感
で

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒

の
学
習
面
か
ら
考
え
る
と
、

泌
乳
曲
線
を
閲
覧
す
る
こ
と

で
泌
乳
ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
乳

量
変
化
を
可
視
化
で
き
、
発

情
時
の
行
動
変
化
を
学
ぶ
た

め
に
活
動
量
及
び
採
食
量
の

変
化
を
グ
ラ
フ
化
す
る
な

ど
、
生
き
た
教
材
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
酪
農
後
継
者
を
目

指
し
て
畜
産
系
の
大
学
へ
進

学
す
る
生
徒
や
、
非
農
家
で

あ
り
な
が
ら
牧
場
経
営
を
夢

見
て
北
海
道
で
酪
農
研
修
を

し
て
い
る
卒
業
生
な
ど
、
地

域
酪
農
の
未
来
を
担
う
人
材

が
多
く
育
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
酪
農
家

の
方
々
や
関
係
機
関
の
皆
様

と
協
力
し
て
、
共
進
会
や
日

々
の
活
動
を
通
し
て
、
地
元

の
酪
農
業
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円

安
に
よ
る
飼
料
価
格
の
高
騰

な
ど
、
畜
産
を
取
り
巻
く
情

勢
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
そ
の
逆
風
に
も
対

応
で
き
る
力
を
生
徒
共
々
、

養
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
愛
媛
県
は
四
国
の
北
西
部

に
位
置
し
、
温
暖
な
気
候
の

も
と
、
日
本
一
の
み
か
ん
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
畜
産
、
野
菜
、
米
を
基

幹
と
し
た
多
様
な
農
産
物
や

豊
か
な
森
林
資
源
を
活
か
し

た
原
木
し
い
た
け
の
栽
培
な

ど
農
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。

　
本
校
は
愛
媛
県
の
西
南

部
、
西
予
市
野
村
町
に
あ
り

ま
す
。
野
村
町
は
「
ミ
ル
ク

と
シ
ル
ク
の
ま
ち
」
が
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
古
く
か

ら
酪
農
と
養
蚕
の
盛
ん
な
町

で
す
。
野
村
町
の
酪
農
は
、

昭
和

年
に
静
岡
県
か
ら


頭
の
乳
牛
が
導
入
さ
れ
て
以

来
、
先
輩
諸
氏
の
ご
尽
力
に

よ
り
発
展
を
続
け
、
現
在
で

は

戸
の
酪
農
家
が
２
２
３

０
頭
の
乳
牛
を
飼
育
す
る
四

国
最
大
の
酪
農
地
帯
と
な
り

ま
し
た
。
町
内
酪
農
家
の
ほ

と
ん
ど
が
本
校
の
卒
業
生
で

あ
り
、
物
心
両
面
に
わ
た
り

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
野
村
高
等
学
校
は
県
下
唯

一
の
畜
産
科
を
有
す
る
学
校

で
、
昭
和

年
に
野
村
農
業

学
校
と
し
て
戦
後
の
窮
乏
と

混
乱
の
中
で
地
域
の
農
業
振

興
の
担
い
手
育
成
を
託
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
り
、
本
年
創

立

年
を
迎
え
ま
す
。現
在
、

１
学
年
普
通
科
２
ク
ラ
ス
、

畜
産
科
１
ク
ラ
ス
の
募
集
と

な
っ
て
お
り
、
地
元
は
も
と

よ
り
、
近
年
は
全
国
募
集
の

成
果
も
あ
り
、
関
東
や
近
畿

地
方
な
ど
か
ら
畜
産
を
志
す

生
徒
が
入
学
し
て
い
ま
す
。


